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習志野文化ホール再建設等について（報告） 

 

本市と「モリシア津田沼」の信託受益権を有する野村不動産株式会社は、「津田沼駅南口

地区」で実施予定の市街地再開発事業について、本市の広域拠点として相応しい魅力あるま

ちづくりの推進を図るため、令和５年６月２８日に「まちづくりに関する確認書」を締結しました。  

これにより、習志野文化ホールの再建設については、本再開発事業に計画して、本市が令

和５年３月に策定した「習志野文化ホール再建設基本計画」に基づいて進めていきます。 

 

【確認書の要点】  

○本事業は第一種市街地再開発事業として実施予定であり、野村不動産株式会社が  

施行予定者であることの確認  

○本事業の実施に必要な都市計画手続きの確認  

○整備予定の公共公益的施設の確認  

○費用負担の確認  

○公共公益的施設の所有及び維持管理の確認  

○施設建築物の確認  

○想定スケジュールの確認  

【主な公共施設の整備方針及びスケジュール】  

○津田沼駅南口駅前広場（ペデストリアンデッキ含む）は、交通結節点としての機能向上

を目指し、本市が策定した市道００-００２号線改良計画の実現を目指すこと  

○習志野文化ホールは、本市が令和５年３月に策定した「習志野文化ホール再建設基

本計画」に基づき計画すること  

○本事業は、令和７年４月に第一種市街地再開発事業の認可を得ること、令和１３年に

施設建築物の竣工を目指すこと  

 

【習志野文化ホール再建設基本計画の要点】 

まちづくりに資するあらゆるものが、新たに生まれ、育まれ、成熟し、後世に継がれていくと

いう循環の原動力として文化ホールを再建設し、市民の心豊かな生活環境の向上を果たし

ながら、将来にわたり持続可能な習志野市を実現します。 

 

①生音の響きを重視した音響計画や鑑賞しやすい座席の配置、質など、現ホール以上の

客席空間となるよう検討します。 

②ホール客席数は、１，３５０席を目標とします。 

③ＪＲ津田沼駅南口市街地再開発事業に合わせて、現在地での複合施設で計画します。 

 

今後、本基本計画に基づき、基本設計と実施設計を行います。 


